
特別勘定運用レポート
２０１２年１月発行

（２０１１年１２月末基準）

～ 秋・花ざかりの特徴 ～

＜特徴 1 定期的に収益分配金が支払われます＞
・収益分配型特別勘定の運用期間中、年１回収益分配金が支払われます。収益分配金の再投資は行いません。

【ご注意】・収益分配型特別勘定が償還した場合、それ以降の収益分配金は支払われません。
・特別勘定の運用状況によっては目標とする収益分配金を確保できない場合があります。

＜特徴 2 一時払保険料相当額の確保を目標とします＞
・収益分配型特別勘定は、運用開始の約３年経過後と約4年経過後の判定日に、日経平均株価終値がスタート株価以上の場合は、一時払
保険料相当額を確保して早期償還します。

・収益分配型特別勘定が早期償還せずに満期償還をむかえた場合、判定期間中の日々の日経平均株価終値が一度もスタート株価のマイナス
30％以下に下落しなければ、満期償還時の積立金額は一時払保険料相当額を確保します。
判定期間中に日経平均株価終値が一度でもスタート株価のマイナス30％以下に下落したときは、一時払保険料を確保する機能はなくなり、
満期償還時の積立金額は一時払保険料相当額を下回ります。

【ご注意】・収益分配型特別勘定が償還した場合、償還時の積立金は自動的に金融市場型特別勘定へ移転されます。
・金融市場型特別勘定に積立金が繰入れられる場合、運用収益率が０．８６％未満のときは１保険年度１８０日まで保険関係費用は金融市場型特別勘定
の運用収益相当額を上限としますが、それ以降は通常の保険関係費用が積立金から差し引かれ、多くの場合、積立金額が減少しますのでご注意ください。
・特別勘定の運用状況によっては目標とする償還時の積立金額を確保できない場合があります。

＜特徴 3 死亡保険金は基本保険金額を最低保証します＞
・積立期間中に被保険者が亡くなられた場合は、死亡保険金として基本保険金額と積立金額のいずれか大きい額をお支払いします。

【ご注意】・保険契約の一部解約が行われた場合、基本保険金額は、一部解約日の積立金額に対する一部解約払戻金額の割合に応じて減額されます。

・当レポート中の運用実績に関するいかなる内容も過去の実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・商品の詳細については、「契約締結前交付書面＜契約概要／注意喚起情報＞」「ご契約のしおり・約款」「特別勘定のしおり」等でご確認ください。

＜特別勘定運用レポートについて＞
■当レポートは、特別勘定の運用概況や運用実績をお知らせするためのものです。
■当レポートは、変額個人年金保険「秋・花ざかり」の生命保険契約の募集および主たる投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
■各データの基準日から特別勘定運用レポートのご提供まで、各種データの収集、加工等のためにお時間をいただいておりますことをご了承ください。

＜クレディ・アグリコル生命からの情報提供＞
■クレディ・アグリコル生命 Webサイト

・最新のユニットプライスは当社Webサイトでご確認いただけます。
・積立金額やご契約内容等は、当社インターネット・サービス マイページにてご確認いただけます。

http://www.ca-life.jp/
■クレディ・アグリコル生命 カスタマーサービスセンター

・各種変更手続やご契約内容に関するお問合せ等は下記までご連絡ください。

～ ご案内 ～



100.77

●

運用会社

将来、特別勘定を新設することがあるほか、すでに設定されている特別勘定を廃止することがあります。

単位型Ｈ０９１１
花ざかり条件付運用型ファンド２００９－１１ＶＡ
（日経平均株価判定型）（適格機関投資家専用）

アムンディ・ジャパン株式会社

◆　スタート株価および早期償還基準株価

設定３年後から毎年１１月１７日（休日の場合は翌営業日）が判定日となります。

9,703.5380円
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早期償還基準株価

スタート株価 9,703.5380円
２００９年１１月１３日、１６日、１７日、１８日、１９日の５営業日間の東京証券取引所におけ
る日経平均株価終値の平均値。小数点第５位を四捨五入して、第４位まで算出します。

2.60%

※

単位型
Ｈ０９１１

１ヵ月 ３ヵ月

特別勘定名 運用方針

※ 日経平均株価：日本の株式市場を代表する株価指数の一つで、東京証券取引所第一部上場銘柄で市場を代表する225銘柄を対象に算出
します。日経平均株価に関する著作権、知的所有権、その他一切の権利は日本経済新聞社に帰属します。日本経済新聞社は、日経平均
株価の内容を変える権利および公表を停止する権利を有しています。日本経済新聞社は本保険商品の運用成果等を保証するものではなく、
一切の責任を負いません。

97.40%

特別勘定資産の内訳は、投資信託の購入・解約の申込実績を反
映しています。

単位型Ｈ０９１１の運用レポート

単位型 収益分配型 単位型Ｈ０９１１
主として日経平均株価

※
の水準により償還価格および償還時期が決定される円建債券

を主な投資対象とした投資信託に投資することにより、定期的な収益分配の確保と、一
定条件のもとで一時払保険料相当額を確保することを目指した運用を行います。

◆　特別勘定について

タイプ 種類

騰落率は、小数点以下第３位を四捨五入しています。

・「秋・花ざかり」は特別勘定で運用を行う変額個人年金保険です。特別勘定は投資信託を主な投資対象としていますが、当商品は投資信託とは異なる商品です。
・この運用レポートは、生命保険契約の募集および当該投資信託の勧誘を目的としたものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク・お客さまにご負担いただく費用 等）を記載しております。必ずご確認ください。

＊

＊ 積立金額の推移は、特別勘定のユニットプライスの推移とは異なります。

積立金額の計算方法は、「ご契約のしおり・約款」をご確認ください。

ユニットプライスとは、特別勘定設定時の資産を１００として、その後
の運用成果による資産の増減を指数化したものです。小数点以下
第３位を切り捨てて表示しています。

＊

５年目

判定日※における日経平均株価終値がスタート株価以上の場合、早期償還となります。

◆　ユニットプライス推移グラフ ◆　特別勘定内訳

● ご契約者は、特別勘定資産の運用方法についての指図は一切できません。

◆　特別勘定の資産について

特別勘定名 投資対象となる投資信託

◆　ユニットプライス騰落率

特別勘定は、投資信託を主たる投資対象として運用するほか、保
険契約の異動等に備えて一定の現預金等を保有しています。

純資産総額
資産配分

投資信託合計 現預金等

ユニットプライス

＊

＊

724百万円

６ヵ月 １年 ３年 設定来

-1.09% -1.11% -6.67% -5.21% － 0.77%

◆　収益分配金実績

収益分配金支払日 収益分配金実績

１年目 2010/11/17 3.50%
２年目 2011/11/17 3.50%
３年目

４年目
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（2011年12月31日現在）
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【特別勘定が投資する投資信託】　　　

・価格変動リスク、信用リスク等

・当資料は、アムンディ・ジャパン株式会社による運用報告を、クレディ・アグリコル生命保険株式会社より提供するものであり、
  内容に関して、クレディ・アグリコル生命保険株式会社はその正確性、完全性を保証するものではありません。
・この運用レポートは、当商品の特別勘定資産の過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
・最終ページにご注意いただきたい事柄（・投資リスク　・お客さまにご負担いただく費用　等）を記載しております。必ずご確認ください。
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月中最高値 2011年12月7日 8,722.17

月中最安値 2011年12月19日 8,296.12

2011年11月30日 8,434.61

当月末 2011年12月30日 8,455.35

日付 日経平均株価（円）

ファンド -1.12% -6.09% -11.43% -10.01% － -8.71% 前月末

◆　基準価額　騰落率 ◆　《ご参考》当月の日経平均株価終値の推移

1ヵ月 3ヵ月 6ヵ月 1年 3年 設定来

・ 上記グラフは当ファンドの設定日からの推移を示したものです。

12月の日本株式市場は、月初から上値追いの展開となりました。前月末に
主要6中銀がドル供給の拡充策を決定し、欧州財政・金融不安が後退し
たこと、また米国や中国の製造業景況感が予想以上の改善をみせたこと、
および中国が中央経済工作会議でインフレ抑制から成長重視に転換する
と決定したことが買い意欲を高めました。その後、8日にECB（欧州中央銀
行）が2ヵ月連続で政策金利を引き下げたものの、ECB総裁が国債購入増
額を明確に否定したことから株式市場は次第に売り優勢となりました。加え
て、国内で発表された機械受注は2ヵ月連続減少、日銀短観では海外景
気減速や円高定着による製造業利益見通しの下方修正を示したことなど
から市場は下落に拍車がかかりました。19日には北朝鮮の金正日総書記の
死去が伝わり、地政学リスクが意識され下げ幅を広げました。しかし、下旬に
入ると、米国の好調な景気指標を手がかりに米国株が反発し、日本株もや
や反発しましたが日本独自の買い材料は乏しく、出来高も極端に低調と
なったことや、ユーロが対円で10年半ぶりの安値をつけたことで、相場の反発
は小幅にとどまりました。日経平均株価は前月末比0.25％上昇の8,455.35
円で取引を終えました。

・ 累積投資額は、基準価額に収益分配金累計額を加算した実績評価額
です。（収益分配金にかかる税金等は控除していません。）

・ 基準価額は信託報酬控除後です。

現預金等 1.32% ドイツ最大、世界でも有数のユニバーサル・バンキング・グループであるドイツ銀行グルー
プに属します。合計 100.00%

◆　資産構成比 円建債券発行体 格付　（2011年12月末現在）

ドイチェバンク・アーゲー・ロンドン
スタンダード＆プアーズ社 ムーディーズ社

円建債券 98.68% A＋* Aa3*

ファンドは、主として日経平均株価の水準により償還価格及び償還
時期が決定される性格を持つ債券に投資することにより、定期的な
収益分配の確保と、一定条件のもとで信託財産の確保を目指した
運用を行います。

ファンド設定日 2009年11月12日

ファンド決算日（休日の場合は翌営業日） 原則 11月10日

ファンド償還日※ 2014年11月10日

スタート株価 9,703.5380円

※　繰上償還となった場合は、上記期間より短くなります。

【投資顧問会社】 アムンディ インベストメント・ソリューションズ

2011年12月30日 現在

◆　ファンドの目的および基本的性格 ◆　ファンド概況

単位型H０９１１
花ざかり条件付運用型ファンド2009-11VA（日経平均株価判定型）
（適格機関投資家専用）
【運用会社】 アムンディ・ジャパン株式会社

主な投資対象となる投資信託の運用レポート

【特別勘定の名称】

＊ドイチェ・バンクの格付です。

◆　主なリスク ◆　ファンドの運用状況

月末基準価額 9,129円

純資産総額 706百万円

◆　基準価額　累積投資額 推移グラフ ◆　市況コメント
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ご注意いただきたい事柄

●この商品にかかる費用は、「契約初期費用」「保険関係費用」「運用関係費用」および「年金管理費用」となります。

＜投資リスクについて＞

＜お客さまにご負担いただく費用について＞

０％（保険関係費用の徴収なし）０％未満の場合

運用収益率と同じ０．８６％未満かつ０％以上の場合

年率０．８６％０．８６％以上の場合

保険関係費用運用収益率

●変額個人年金保険「秋・花ざかり」は、一時払保険料から契約初期費用を控除した金額を特別勘定で運用し、その運用成果に応じて将来の年
金額、解約払戻金額および死亡保険金額などが変動（増減）する変額個人年金保険です。特別勘定の運用実績の成果とリスクは保険契約者
に帰属します。

●将来の年金額、解約払戻金額には最低保証はありません。運用実績によっては、基本保険金額（一時払保険料）を下回ることがあります。

＊年金原資を一括で受け取る場合、「年金管理費用」はかかりません。

※1 金融市場型特別勘定に積立金が繰入れられる場合、1保険年度180日まで保険関係費用は金融市場型の特別勘定の運用収益相当額を上限とします。

その他の費用

信託報酬※2
投資信託の元本総額に所定の

率を乗じた金額を毎日控除

単位型タイプの特別勘定が投資する投資信託の

元本総額に対し 年率０．２６２５％（税込）

信託事務の諸費用、有価証券の売買委託手数料及び消費税等の運用に関わる費用。

費用の発生前に金額や計算方法を確定することが困難なため、表示することができません。

年金支払日に年金支払金額に対して
控除

年金の支払や管理等に必要な費用。

年金支払額に対し １％※3
年金管理費用

年金支払

期間

特別勘定の運用に関わる費用。

＊運用手法の変更や運用資産額の変動等により、将来変更される可能性があります。
運用関係費用

特別勘定の積立金額に、左記年率を
乗じた金額の1/365を積立金額から毎
日控除

保険契約の維持管理等や死亡保障等をするため
の費用。

特別勘定の積立金に対し 年率０．８６％

保険関係費用※1

積立期間

特別勘定の繰入時に

一時払保険料に対して控除

保険の新規成立等のために必要な費用。

一時払保険料に対し ５％
契約初期費用ご契約時

ご負担いただく時期等費 用項 目

■上記以外の費用について
当初設定された単位型タイプの特別勘定が償還した後、単位型または追加型タイプの特別勘定を追加設定することがあります。
①追加設定された単位型タイプの特別勘定に積立金の移転を行う場合、追加設定する単位型タイプの特別勘定に移転する金額に対して2％の移転費用が
かかります。

②ご契約者の選択により追加型タイプの特別勘定に積立金の移転を行う場合、１保険年度１５回目までは無料です。１６回目からは１回につき1,000円の特別
移転費用がかかります。

※2 金融市場型特別勘定の投資対象となる投資信託の信託報酬は以下のようになります。
①信託報酬の総額は、計算期間を通じて毎日、信託財産の純資産総額に②の率を乗じて得た額とします。
②信託報酬率は、各月ごとに決定するものとし、前月の最終営業日の翌日から当月の最終営業日までの当該率は、各月の前月の最終5営業日における
無担保コール翌日物レートの平均値に0.315（税抜0.3）を乗じて得た率とします。ただし、当該率が0.0525%（税抜0.05%）未満の場合には、年0.0525%（税抜
0.05%）の率とし、年0.3675%（税抜0.35%）を超える場合には、年0.3675%（税抜0.35%）とします。なお、当該指標が改廃等の場合は、委託会社が定める指標
を用いることとします。

金融市場型特別勘定は、クレディ・アグリコル生命による運用を行う場合があります。この場合、主に円建の預貯金、短期金融商品に投資することにより運用
を行います。運用関係費用はかかりません。

※3 将来変更される可能性があります。

当商品に関する詳細については、「契約締結前交付書面＜契約概要／注意喚起情報＞」、「商品パンフレット」、

「ご契約のしおり・約款」、「特別勘定のしおり」等でご確認ください。

＜その他＞
●この商品は、クレディ・アグリコル生命保険株式会社を引受保険会社とする変額個人年金保険です。預金とは異なり、元本保証はありません。ま
た預金保険制度の対象ではありません。

●解約・一部解約した場合に支払われる解約払戻金額に最低保証はありません。

●引受保険会社の業務または財産の状況の変化により、ご契約時にお約束した保険金額、年金額等が削減されることがあります。

【引受保険会社】

クレディ・アグリコル生命保険株式会社

〒105-0021 東京都港区東新橋１丁目９番２号 汐留住友ビル

カスタマーサービスセンター ０１２０-６０-１２２１

受付時間 月～金曜日 9:00～17:00（祝休日・年末年始の休日を除く）

Webサイト http://www.ca-life.jp/

【募集代理店】

CAL1201-MKB06RG08-1


